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平成6年10月14日

だい　しぜん　　つつ

大自然に包まれて
　9月29日、営業を開始したフラワーガーデン

パターゴルフ場。芝峠温泉の近くにあり、誰で

も気軽に楽しめ健康的。黒姫山の向こうから、

　　　　　よねやま　　　ロ
標高993mの米山もほほえんでいます。

　　　（詳しくは、10ぺ一ジをご覧ください。）
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て

の
し　　　　町づくりを

松代町保健医療福祉計画を策定しました

　
「
住
み
慣
れ
た
こ
の
地
に
、
健
康

で
生
き
が
い
を
持
っ
て
安
心
し
て
暮

ら
し
た
い
」
誰
も
が
願
う
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
し
か
し
、
本
町
に
お
い
て
も
過
疎

化
、
少
子
化
と
共
に
、
高
齢
者
人
口

が
二
十
六
％
余
り
と
な
っ
て
お
り
、

既
に
超
高
齢
化
社
会
に
突
入
し
て
い

ま
す
。
こ
の
ま
ま
推
移
す
れ
ば
、
平

成
十
二
年
に
は
、
総
人
口
は
四
千
人

を
割
り
、
高
齢
化
率
は
三
十
五
％
と

予
想
さ
れ
ま
す
。
（
国
の
示
し
た
コ
ー

ホ
ー
ト
法
を
用
い
て
推
計
）

　
こ
う
い
う
時
代
に
、
ど
の
よ
う
に

対
応
し
て
い
く
の
か
が
、
緊
急
で
最

大
の
課
題
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
国
に
お
い

て
策
定
さ
れ
た
「
高
齢
者
保
健
福
祉

推
進
十
か
年
戦
略
（
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ

ン
）
」
を
受
け
て
、
町
で
は
「
総
合
計

画
」
を
基
本
に
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
社
会
の
形
成
を
目
指
し
て
、

「
保
健
医
療
福
祉
計
画
」
を
策
定
し

ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
は
、
一
般
成
人
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
高
齢
者
ば
か
り
で
な

く
、
障
害
を
持
つ
人
や
乳
幼
児
、
あ

る
い
は
次
代
を
担
う
子
供
た
ち
を
含

め
た
す
べ
て
の
人
を
対
象
に
作
成
さ

れ
た
も
の
で
す
．

　
ま
た
、
基
本
的
な
考
え
方
・
方
向

と
し
て
は
、
◎
行
政
・
民
間
・
各
分

野
の
相
互
の
連
携
に
基
づ
く
総
合
的

な
保
健
・
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
　
◎
自
分
の

健
康
を
自
ら
管
理
し
、
早
期
発
見
・

早
期
治
療
で
健
康
づ
く
り
を
推
進

◎
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
施

設
サ
ー
ビ
ス
と
の
有
機
的
連
携

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」▲「盆踊り車いすにて音頭とり」

　太平の富沢さんは

　　　張りのあるいいお声でした

ゴールドプラン

　平成元年に国が策定した「高

齢者福祉推進十か年戦略」のこ

と。公共サービス事業の整備で

平成11年度（1999年度）の目標

達成を掲げている。

　在宅福祉対策の目標数値は、

ホームヘルパー100，000人（平成

5年度52，000人）、ショートステ

イ50デ000床（同19，600床）デイサ

ービスセンター10，000か所（同

4，300か所）、在宅看護支援セン

ター10，000か所（1，800か所）。

　施設対策では、特別養護老人
ホーム240，000床（同202，000床）、

ケアハウス利用者100，000人（同

16，700人）など。

ホームヘルプサービス

　日常生活を営むうえで、何ら

かの介助を必要とする高齢者が

いる家庭に、ホームヘルパーを

派遣し、入浴、食事、洗濯、掃

除等の家事援助を行い、在宅の

要介護老人に安定した日常生活

と、介護者の負担の軽減を図る

ことを目的とした制度。

　松代町では、昭和60年度から

実施しています。当初、1名で

したが平成4年度は4名に。

デイサービス

　在宅の虚弱老人や寝たきり老

人等が、送迎用リフトバス等の

利用により、ディサービスセン

ターに通所し、入浴や食事、日

常動作訓練などのサービスが受

けられます。

◎
豊
か
な
自
然
環
境
を
生
か
し
、
安

全
で
快
適
な
住
み
よ
い
町
づ
く
り
の

た
め
に
、
住
宅
環
境
や
生
活
環
境
の

整
備
を
推
進
す
る
こ
と
な
ど
で
す
。

　
今
年
度
か
ら
六
か
年
、
平
成
十
一

年
度
末
を
目
標
に
、
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
体
制
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

　
豊
富
な
内
容
の
「
保
健
医
療
福
祉

計
画
」
、
こ
れ
か
ら
そ
の
あ
ら
ま
し
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
、
皆
さ
ん
と
一

緒
に
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ショートステイ

　要介護老人等のいる家庭にお

いて、介護者が疾病、冠婚葬祭

或いは介護疲れ等により、一時

的に介護ができなくなった時、

特別養護老人ホーム等であずか

り、日常生活の維持と家族の負

担軽減を図る制度です。
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ー
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

　
　
　
　
　
サ
ー
ビ
ス
ー

　
昭
和
六
十
年
の
事
業
開
始
当
初
は

利
用
者
も
少
な
く
、
制
度
自
体
も
よ

く
知
ら
れ
て
い
な
い
状
況
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
い
わ
ゆ
る
寝
た
き
り
等

の
要
介
護
老
人
の
増
加
と
共
に
、
老

人
を
取
り
巻
く
家
庭
環
境
や
意
識
の

変
化
に
と
も
な
い
利
用
者
も
増
加
し

て
い
ま
す
。

　
派
遣
世
帯
は
、
平
成
四
年
度
で
四

十
世
帯
。
週
に
一
回
か
ら
三
回
の
訪

問
を
行
っ
て
い
ま
す
。
計
画
で
は
、

現
在
四
人
の
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
を
八
人

に
す
る
方
針
で
す
。
ま
た
、
保
健
婦

等
の
日
常
訪
問
活
動
か
ら
、
新
た
な

対
象
者
の
把
握
に
努
め
ま
す
。

ー
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ー

　
平
成
五
年
四
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た

「
ほ
の
ぼ
の
園
」
B
型
（
基
本
型
）

と
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
管
理
運
営
は
、
松
代
町
社
会
福
祉

協
議
会
に
委
詫
し
て
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
長
以
下
八
名

の
職
員
で
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま

で
の
五
日
間
を
地
域
的
に
区
割
り
し

て
対
応
し
て
い
ま
す
。

ー
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
ー

　
松
代
町
に
は
関
連
の
施
設
が
な
い

た
め
、
平
成
五
年
六
月
よ
り
サ
ー
ビ

ス
を
開
始
し
た
松
之
山
町
の
「
不
老

閣
」
と
大
島
村
の
「
ほ
く
ら
園
」
を

活
用
し
て
利
用
者
の
需
要
に
対
応
し

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嗣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト

　
徒
歩
等
で
通
所
で
き
る
人
以
外
は

全
て
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
等
に
よ
り
送
迎

を
行
い
、
い
わ
ゆ
る
寝
た
き
り
の
人

も
気
軽
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
「
ベ

ッ
ド
付
き
の
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
車
」

も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
施
設
内
で
は
「
健
康
チ
ェ

ッ
ク
」
　
「
日
常
動
作
訓
練
」
　
「
家
族

介
護
教
室
」
　
「
入
浴
」
　
「
給
食
サ
ー

ビ
ス
」
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

1
在
宅
支
援
対
策
事
業
1

★
老
人
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業

　
在
宅
の
寝
た
き
り
老
人
等
に
対
し

て
日
常
生
活
用
具
（
特
殊
寝
台
、
マ

ッ
ト
レ
ス
、
エ
ア
マ
ッ
ト
、
腰
か
け

便
座
等
）
を
給
付
し
ま
す
。

　
平
成
四
年
度
末
ま
で
の
利
用
者
は

延
べ
二
十
二
件
で
す
。

★
緊
急
通
報
装
置
設
置
事
業

　
平
成
四
年
度
か
ら
の
事
業
。
N
T

T
の
緊
急
連
絡
装
置
の
つ
い
た
電
話

機
を
講
入
し
、
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人

世
帯
等
に
貸
与
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
緊
急
時
に
電
話
機
や
ぺ

1
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ー

　
現
在
は
大
島
村
の
「
ほ
く
ら
園
」

松
之
山
町
の
「
不
老
閣
」
を
中
心
に

上
越
圏
内
の
各
施
設
に
入
所
し
て
い

る
が
、
こ
れ
か
ら
も
こ
れ
ら
の
広
域

的
施
設
で
対
応
し
ま
す
。

1
老
人
保
健
施
設
－

　
入
院
治
療
の
終
わ
っ
た
老
人
の
、

家
庭
復
帰
ま
で
の
調
整
的
役
割
を
担

う
施
設
と
し
て
、
地
域
医
療
の
中
核

と
な
っ
て
い
る
県
立
松
代
病
院
に
隣

接
し
て
、
一
か
所
整
備
し
ま
す
。

ン
ダ
ン
ト
に
つ
い
た
非
常
ボ
タ
ン
を

押
す
こ
と
に
よ
り
登
録
さ
れ
て
い
る

親
戚
等
の
家
庭
に
通
報
が
入
る
シ
ス

テ
ム
で
、
現
在
ま
で
に
二
十
九
台
が

配
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

★
紙
お
む
つ
給
付
事
業

　
在
宅
の
寝
た
き
り
老
人
等
で
、
常

時
お
む
つ
を
必
要
と
し
て
い
る
人
に

お
む
つ
を
給
付
、
寝
た
き
り
老
人
の

九
割
の
方
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

★
シ
ル
バ
ー
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム

　
老
人
憩
い
の
家
「
渋
海
荘
」
を
改

装
し
て
冬
期
間
四
世
帯
が
入
居
で
き

る
よ
う
に
し
た
も
の
で
、
部
屋
は
そ

れ
ぞ
れ
独
立
し
て
い
る
が
、
台
所
、

1
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ー

　
現
在
は
上
越
圏
域
内
に
一
か
所
あ

る
「
上
越
五
智
養
護
老
人
ホ
ー
ム
」

に
ほ
と
ん
ど
入
所
し
て
お
り
、
十
日

町
市
の
「
妻
有
荘
」
に
も
入
所
し
て

い
る
が
制
度
の
改
正
で
今
後
は
入
所

で
き
な
く
な
っ
た
の
で
、
上
越
福
祉

圏
や
郡
内
の
他
町
村
と
の
調
整
に
よ

り
対
応
し
ま
す
．

ー
保
健
セ
ン
タ

　
町
民
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る

だ
め
に
健
康
相
談
、
健
康
教
育
、
健

康
審
査
等
の
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
総
合

的
に
行
う
拠
点
施
設
と
し
て
、
ま
た

ト
イ
レ
、
ふ
ろ
場
は
共
同
と
な
っ
て

い
ま
す
。

★
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス

　
宅
配
給
食
サ
ー
ビ
ス
は
月
二
回
、

一
食
百
五
十
円
で
実
施
。
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
協
力
で
、
調
理
・
配
達
者
と

老
人
世
帯
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
介
護
者
の
日
頃
の
疲
れ
を

慰
労
す
る
た
め
、
毎
年
敬
老
の
日
に

介
護
手
当
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
長
寿
者
記
念
品
増
呈
事

業
や
屋
根
雪
処
理
等
が
困
難
な
要
保

護
世
帯
に
対
し
て
除
雪
費
の
援
助
な

ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ー
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
1

　
在
宅
の
寝
た
き
り
老
人
等
の
介
護

に
つ
い
て
の
相
談
及
び
指
導
あ
る
い

は
連
絡
調
整
等
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
と

の
連
携
・
相
談
窓
口
を
担
う
役
割
の

施
設
と
し
て
、
デ
ゑ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
に
併
設
し
、
高
齢
者
及
び
介
護

者
に
対
す
る
二
十
四
時
間
体
制
で
の

支
援
を
推
進
し
ま
す
。

地
域
住
民
の
自
主
的
な
保
健
活
動
の

や
、
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
い
ろ
い

ろ
な
活
動
を
効
率
的
に
展
開
す
る
場

と
し
て
一
か
所
整
備
し
ま
す
。
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高
齢
者
の
自
主
活
動
へ
の
支
援
と

し
て
、
地
区
単
位
ご
と
に
組
織
さ
れ

た
老
人
ク
ラ
ブ
ヘ
の
補
助
制
度
が
あ

り
平
成
五
年
度
で
は
、
三
十
三
組
織

に
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
毎
週
金
曜
日
に
は
七
十
歳

以
上
の
人
に
無
料
入
浴
券
を
交
付
し

温
泉
施
設
で
気
軽
に
く
つ
ろ
げ
る
よ

う
心
が
け
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
高

齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
、
六
十
歳
以

上
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
「
松
寿

大
学
」
も
開
講
さ
れ
て
い
ま
す
。

▲楽しかった高齢者スポーツ大会

紙
面
の
都
合
に
よ
り
、
今
回
は
社

会
福
祉
の
現
状
の
中
で
「
高
齢
者
福

祉
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

こ
の
他
に
も
、
心
身
障
害
者
や
児

童
福
祉
、
ひ
と
り
親
家
庭
、
低
所
得

者
、
国
民
年
金
な
ど
に
つ
い
て
の
現

状
と
整
備
に
つ
い
て
の
基
本
方
向
が

▲ヘルパーさんの送迎

婦
人
会
組
織
を
中
心
に
、
十
数
年

前
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
取
り
組
ん

で
い
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
ほ

く
ら
園
」
を
始
め
、
給
食
サ
ー
ビ
ス

の
調
理
・
配
達
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
松

之
山
町
の
特
養
「
不
老
閣
」
な
ど
に

平
成
五
年
度
に
は
、
百
七
十
七
名
の

人
が
参
加
さ
れ
、
年
々
そ
の
輪
は
広

が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中

学
校
の
生
徒
十
名
が
配
達
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
協
力
し
て
い
る
他
、
街
頭
募

金
活
動
に
は
高
校
生
の
協
力
も
得
て

い
ま
す
。

　
　
　
●
C

　
　
　
駄
り

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
章
を
改
め
保
健
、
医
療
、

環
境
衛
生
な
ど
の
現
状
と
整
備
計
画

の
推
進
体
制
に
つ
い
て
詳
細
に
調
査

検
討
さ
れ
た
結
果
が
書
か
れ
て
い
ま

す
。
次
号
か
ら
そ
れ
ら
に
つ
い
て
順

次
紹
介
い
た
し
ま
す
。

目標量の一覧松代町保健医療福祉サービス

項　　　　　目 平成4年度（現況） 　平成11年度
サービス目標量

平成11年度サービス提供体制

ホームヘルプサービス
ホームヘルパー4人
年間　1968時間 年間10450時間

ホームヘルパー8人

デイ　サー　ビ　ス 施設なし 年間　4268時間 デイサービスセンター1か所

ショートスティ 年間　　　176日 年間　1320時間 広域の特養老人ホームに確保　4床

機　　能　　訓　　練 年間　　　213人 年間　1054人 機能訓練施設1施設（デイサービスセンター）

訪　　問　　指　　導 年間　　692時間 年間　　740時間 保　健　婦

訪問口腔衛生指導 未　実　施 年間　　144時間 町内歯科医師派遣

訪問栄養指導 未　実　施 年間　　188時間 栄　養　士

訪　　問　　看　　護 未　実　施 年間　2754時間 看　護　婦

健　　康　　教　　育
一般　年間　40回
重点　年間　40回

一般　年間　55回
重点　年間　16回

医師、保健婦

健　　康　　相　　談
一般　年間　47回
重点　年間　11回

一般　年間　75回
重点　年間　13回

保健婦、栄養士

基本健康審査 受診率　78．6％ 受診率　79．O％ 集団検診
胃　が　ん　検　診 受診率　42．4％ 受診率　43．0％ 集団検診
肺　が　ん　検　診 受診率　83．0％ 受診率　83．0％ 集団検診

大腸がん検診 受診率　53．4％ 受診率　55．0％ 集団検診

子宮がん検診 受診率　36．1％ 受診率　37．0％ 集団検診
乳　が　ん　検　診 受診率　46．9％ 受診率　49．0％ 集団検診
特別養護老人ホーム 入所者数　11人 入所者数　24人 広域での施設整備

老人保健施設 入所者数　　1人 入所者数　20人 県立病院脇に　1か所整備

養護老人ホーム 入所者数　　6人 入所者数　13人 広域での施設整備

デイサービスセンター 施設なし 1施設 平成5年度『ほのぼの園』開設

在宅介護支援センター 施設なし 1施設 デイサービスセンターに併設

保健セ　ン　タ　ー 施設なし 1施設 1か所整備
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町
営
住
宅

4戸建
　1戸当り床面積76．72m・

　　　　　（約23坪）

円

　
安
全
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
、
雪
に

強
い
住
宅
の
供
給
を
目
的
に
、
5
月

30

日
か
ら
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
た

室
野
中
通
団
地
が
1
0
月
下
旬
に
完
成

し
ま
す
。

　
現
在
チ
ラ
シ
で
入
居
募
集
を
行
っ

て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
住
宅
団
地
は

室
野
の
ほ
ぼ
中
央
に
建
設
さ
れ
、
陽

当
り
、
景
観
も
よ
く
約
2
3
坪
の
中
に

機
能
的
に
各
部
が
配
置
さ
れ
て
い
ま

す
。　

設
計
は
、
十
日
町
市
の
宮
内
測
量

設
計
事
務
所
、
工
事
は
木
和
田
原
の

山
岸
工
務
店
が
請
負
っ
て
い
ま
す
。

鵬

松
代
・
松
之
山

子
育
て
フ
ォ
ー
ラ
ム

開
催
の
お
知
ら
せ

陽あたり良好▲南向
織羅

　
こ
の
地
で
安
心
し
て
子
を
産
み
育

て
る
た
め
の
地
域
づ
く
り
に
は
何
が

必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。

み
ん
な
で
語
り
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か

【
日
時
】
十
月
二
十
三
日
（
日
）

　
午
後
C
時
二
十
分
～
二
時
五
十
分

【
場
所
】
松
代
町
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
お
子
様
連
れ
で
も
結
構
で
す
。

、》

、

住宅平面図
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今
年
も
敬
老
事
業
の
一
環
と
し
て
長
寿
者
（
満
八
十
八
歳
以
上
、
米
寿

喜
寿
）
と
金
婚
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
の
該
当
者
に
県
、
町
か
ら
祝
い
状
や

記
念
品
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
該
当
者
の
中
か
ら
関
谷
町
長
は
、
米
寿
で
金
婚
の
山
岸
軍
次
郎
さ

ん
夫
婦
（
蒲
生
・
か
じ
や
）
と
九
十
五
歳
で
元
気
な
松
山
セ
ン
さ
ん
（
犬

伏
・
あ
め
や
）
及
び
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
の
関
谷
富
義
さ
ん
夫
婦
（
松
代

・
庄
八
）
市
川
清
作
さ
ん
夫
婦
（
太
平
・
西
）
関
谷
太
平
さ
ん
夫
婦
（
菅

刈
・
堂
の
脇
）
の
お
宅
を
訪
れ
祝
福
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
午
後
か
ら
は
、
当
町
の
長
寿
一
で
百
歳
の
石
澤
昌
美
さ
ん
（
海

老
・
田
中
）
の
お
宅
を
、
「
安
塚
福
祉
セ
ン
タ
i
所
長
」
と
一
緒
に
訪
ね
、
総

理
大
臣
や
県
知
事
か
ら
の
記
念
品
、
町
か
ら
の
記
念
品
を
手
渡
し
お
祝
い

い
た
し
ま
し
た
。
石
澤
さ
ん
は
軽
い
骨
折
で
入
院
の
た
め
不
在
で
し
た
が
、

県
下
で
四
人
に
だ
け
贈
ら
れ
た
肖
像
画
で
記
念
写
真
と
な
り
ま
し
た
。

〉
「
私
も
あ
や
か
り
た
い
」

　
松
山
さ
ん
と
握
手
す
る
関
谷
町
長

　
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
の
市
川
清
作
・

　
ス
ず
さ
ん
夫
婦
、
「
し
め
縄
を
一
年

く
中
や
っ
て
ま
す
」
と
清
作
さ
ん

〉
金
婚
と
米
寿
の

　
山
岸
軍
次
郎
・
マ
チ
さ
ん
夫
婦

　
　
き
ん
　
し

　
「
金
鶏
勲
章
を
い
た
だ
い
て
、
生

　
き
て
い
る
の
は
私
だ
け
」
と
語
ら

　
れ
た
軍
次
郎
さ
ん

》
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
の

　
関
谷
富
義
・
タ
イ
さ
ん
夫
婦

　
「
孫
も
今
晩
ア
メ
リ
カ
研
修
か
ら

　
帰
っ
て
き
ま
す
」
と
タ
イ
さ
ん

　
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚

　
　
　
（
婚
姻
六
十
年
）

高
野
福
次
郎
・
ト
シ
（
松
代
・
殿
倉
）

関
谷
富
義
・
タ
イ
（
松
代
・
庄
八
）

鈴
木
周
平
・
マ
ツ
（
松
代
・
福
蔵
）

市
川
清
作
・
ス
デ
（
太
平
・
に
し
）

関
谷
太
平
・
ト
ラ
（
菅
刈
・
堂
の
脇
）

市
川
晴
次
・
ミ
ヤ
キ

　
　
　
　
　
（
小
屋
丸
・
か
み
や
）

小
野
島
正
守
・
ム
ツ
ノ

　
　
　
　
　
　
（
会
沢
・
お
ま
い
）

米
寿
（
八
十
八
歳
）

市
川
フ
ジ
ノ
（
松
代
・
お
お
か
み
）

関
谷
シ
ヅ
エ
（
松
代
・
幸
佐
）

若
井
ミ
サ
（
松
代
・
よ
こ
み
ち
）

山
賀
シ
ゲ
（
小
荒
戸
・
い
ん
き
ょ
）

武
田
ヒ
サ
ヲ
（
千
年
・
た
ま
る
や
）

柳
ツ
ギ
（
千
年
・
西
お
け
や
）

萬
羽
キ
ミ
（
会
沢
・
は
ん
ね
ん
）

小
堺
ツ
ル
（
蓬
平
・
五
郎
作
）

柳
ヨ
シ
（
犬
伏
・
げ
ん
ぞ
う
）

齋
藤
ツ
ト
ム
（
田
野
倉
・
平
佐
エ
門
）

山
岸
勝
重
（
蒲
生
・
ご
ん
べ
え
だ
）

山
岸
コ
イ
（
蒲
生
・
た
ろ
ぜ
ん
）

山
岸
軍
次
郎
（
蒲
生
・
か
じ
や
）

小
堺
モ
ト
（
儀
明
・
げ
ん
じ
ろ
う
）

仲
村
リ
キ
（
儀
明
・
姫
ケ
沢
）

藤
岡
ミ
ヨ
シ
（
濁
・
う
わ
ば
や
し
）

金
　
　
婚

　
　
（
婚
姻
五
十
年
）

矢
代
午
三
・
キ
ク
（
松
代
・
松
門
屋
）

関
谷
孫
太
郎
・
ミ
ツ
子

　
　
　
　
　
　
（
松
代
・
か
ど
や
）

高
橋
恒
太
郎
・
ク
マ

　
　
　
　
　
　
（
松
代
・
山
口
屋
）

樋
口
榮
一
・
カ
ネ
子

　
　
　
　
　
（
松
代
・
わ
へ
い
じ
）

柳
　
三
郎
・
チ
イ

　
　
　
　
　
（
太
平
・
え
び
す
や
）

高
橋
廣
市
・
タ
ケ
ノ

　
　
　
　
　
　
（
太
平
・
庄
五
郎
）

富
沢
　
庚
・
カ
ズ
子
（
太
平
・
田
中
）

小
野
島
貞
雄
・
ツ
ネ
（
太
平
・
南
屋
）

市
川
賀
長
治
・
千
代
子

　
　
　
　
　
　
　
（
田
沢
・
そ
で
）

市
川
文
治
・
カ
ネ
（
池
之
畑
・
石
原
）

宮
澤
幸
次
郎
・
ト
キ

　
　
　
　
　
（
下
山
・
あ
さ
ひ
や
）

若
月
政
市
・
マ
ツ
エ
（
千
年
・
さ
か
）

秋
山
市
太
郎
・
セ
ツ
子

　
　
　
　
　
（
清
水
・
や
ま
い
ち
）

樋
口
久
治
・
セ
キ
ノ

　
　
　
（
田
野
倉
・
き
ゅ
う
え
ん
）

山
岸
軍
次
郎
・
マ
チ

　
　
　
　
　
　
（
蒲
生
・
か
じ
や
）

小
堺
政
平
・
セ
キ
（
蒲
生
・
平
八
）

山
岸
政
市
・
ト
リ
（
蒲
生
・
万
の
助
）

中
村
仁
一
郎
・
フ
ミ
エ

　
　
　
　
　
（
儀
明
・
お
お
に
し
）

中
澤
政
金
・
文
子

　
　
　
（
木
和
田
原
・
き
ん
ぜ
ん
）

6



9月15日現在松代町長者番付表

▲百歳の石澤昌美さん宅

　　左から肖像画の石澤さん

　　　ご家族の石澤セイさん

　　　三重県から駆けつけたお孫さん

・講 癒

氏　名 部落 年齢 順位 氏　名 部落 年齢

石澤昌美 海老 99．8 横　綱 山本オキ 孟地 98．5

柳　カツ 犬伏 97．4 大　関 井上ツヤ 寺田 97．1

小堺ヤス 蒲生 ・97．1 関　脇 島田マサ 千年 96．2

柳仙太郎 千年 95．38 小　結 松山セン 犬伏 95．2

市川廣治 回沢 93．7 前頭1 石ロキミ 松代 93．7

小堺キヨ 蒲生 93．O 2 関谷勇吉 〃 92．6

高橋キイ 福島 92．5 3 柳千代野 〃 92．0

高野亀次 松代 91．9 4 小堺ヨシ 儀明 91．7

小林豊保 蒲生 91．7 5 若井文蔵 蓬平 91．7

＞
「
こ
ん
な
暑
さ
は
生
ま
れ
て
初
め
て
」

　
9
5
歳
の
松
山
セ
ン
さ
ん
は
、
娘
五
人
と

　
も
う
じ
き
9
0
歳
の
妹
さ
ん
達
に
囲
ま
れ

　
て
記
念
撮
影
。
だ
ん
な
様
は
、
百
歳
の

　
石
澤
さ
ん
と
同
級
生
だ
っ
た
と
か

〉
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
の
関
谷
太
平
・

　
ト
ラ
さ
ん
夫
婦
。
和
服
が
た
い
へ

　
ん
お
似
合
い
で
し
た
。

ひ噸■一●q9レ●●q■凶
　　　　　　　　　　ゆ梱囲◆●　　　　　　ゆ●ゆ●ゆ●ゆ●ゆ●ゆ●ゆ梱帥

岬｝㌦脚9｝｛・1｝帖岬・｝｝｝、｛脚｝｛岬、｛・岬鴨一

十日町の

　雪まつり
　　　　　（十日町市）

　
信
濃
川
と
ほ
く
ほ
く
線
が
交
差

す
る
十
日
町
市
。
　
「
ほ
く
ほ
く
線

の
旅
」
三
回
目
は
十
日
町
市
を
紹

介
し
ま
す
．

　
十
日
町
市
と
い
え
ば
、
二
月
の

「
雪
ま
つ
り
」
が
有
名
で
す
。
毎
年

二
月
の
第
三
土
曜
日
を
挾
ん
だ
金

・
土
・
日
曜
日
に
開
か
れ
ま
す
。

来
年
は
、
二
月
十
七
日
㈲
か
ら
十

九
日
㈹
で
す
．

　
雪
ま
つ
り
で
は
、
市
民
総
ぐ
る

み
で
参
加
し
ま
す
。
市
内
一
円
で
、

各
職
場
や
各
町
内
会
単
位
で
雪
像

を
作
っ
た
り
、
広
場
を
設
け
た
り

し
ま
す
。
ま
た
各
家
庭
や
商
店
な

ど
も
、
玄
関
先
や
軒
下
、
ア
ー
ケ

ー
ド
の
上
な
ど
に
雪
だ
る
ま
を
作

り
、
市
外
か
ら
の
お
客
様
を
歓
迎

し
ま
す
。

　
し
か
し
、
何
と
い
っ
て
も
華
や
｛

か
な
の
は
、
土
曜
日
夜
の
「
雪
上
｝

カ
ー
ニ
バ
ル
」
。
雪
だ
け
で
作
っ
　
｛

た
雪
像
と
し
て
は
、
世
界
一
と
し
｝

て
、
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に
も
載
っ
た
　
｛

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
カ
ー
ニ
バ
ル
　
｝

会
場
は
、
十
日
町
駅
か
ら
徒
歩
二
　
｛

十
分
の
城
ケ
丘
多
目
的
広
場
ピ
ュ
　
｝

ア
ラ
ン
ド
。
カ
ー
ニ
バ
ル
の
雪
上
｛

舞
台
上
で
は
、
歌
謡
シ
ョ
ー
、
着
｝

物
シ
ョ
ー
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
｛

そ
し
て
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
上
が
る
五
｝

千
発
も
の
雪
中
花
火
が
、
雪
国
の
　
｛

夜
空
を
彩
り
ま
す
。
写
真
は
今
年
｝

の
カ
ー
ニ
バ
ル
の
風
景
で
す
。
　
　
｛

　
ほ
く
ほ
く
線
が
開
業
す
る
と
、
　
｝

お
客
様
か
ら
道
路
の
凍
結
や
駐
車
｛

場
の
確
保
な
ど
を
気
に
せ
ず
に
、
　
｝

お
い
で
い
た
だ
け
ま
す
。
市
民
挙
｛

げ
て
歓
迎
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
｝

い
で
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
酒
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海
を
越
え
た
文
化
に
学
ぽ
う

国
際
交
流
キ
ャ
ン

プ
開
催

　
去
る
九
月
十
日
～
十
一
日
に
松
代

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

中
・
高
校
生
の
国
際
理
解
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
国
際
交
流
キ
ャ

ン
プ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
四
年
前
か
ら
始
め
ら
れ
た
こ
の
キ

ャ
ン
プ
は
、
県
内
で
は
一
番
早
く
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
の
こ

と
が
評
価
さ
れ
、
県
教
育
庁
か
ら
青

少
年
の
国
際
交
流
へ
の
取
り
組
み
を

紹
介
す
る
ビ
デ
オ
を
ぜ
ひ
作
り
た
い

と
の
依
頼
が
あ
り
、
ビ
デ
オ
撮
影
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
よ
り
一
泊
少
な
く
は
な
り
ま

し
た
が
、
参
加
者
は
三
十
一
名
の
中

・
高
校
生
と
外
国
青
年
十
一
名
が
お

互
い
の
文
化
の
違
い
を
理
解
す
る
た

め
に
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
し

ま
し
た
。

1
、
エ
ク
ス
チ
ェ
ン
ジ
ワ
ー
ク
シ
ョ

　
ッ
プ

　
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
外
国
の
青

年
リ
ー
ダ
ー
が
自
国
の
紹
介
を
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
世
界
地
図
か
ら

▲似合うかしら？

　　韓国の民族衣装チマチョゴリを着て

そ
の
国
の
位
置
、
気
候
、
歴
史
、
産

　
　
　
な
ま

業
な
ど
生
の
英
語
で
そ
れ
ぞ
れ
の
国

の
紹
介
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

2
、
各
国
の
食
事
づ
く
り

　
今
回
の
食
事
体
験
で
は
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
昼
食
（
太
平
の
フ
ラ
ン

さ
ん
）
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
夕
食
（
若
井

・
中
沢
・
柳
・
相
沢
さ
ん
）
そ
し
て

翌
日
は
、
ア
メ
リ
カ
の
朝
食
（
松
代

高
校
キ
ャ
サ
リ
ン
さ
ん
）
韓
国
の
昼

食
（
小
野
島
・
川
崎
・
寺
崎
さ
ん
）

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
指
導
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
最
初
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
昼
食

で
は
、
ハ
ン
バ
ー
グ
の
肉
が
実
は
、

大
豆
を
代
用
し
て
、
同
じ
よ
う
な
歯

ざ
わ
り
の
感
じ
を
だ
し
て
い
る
の
に

驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
次
の
フ
ィ
リ
ピ

ン
料
理
で
は
、
お
か
ゆ
に
鶏
肉
で
煮

込
ん
だ
も
の
と
、
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
で
味

つ
け
し
た
サ
ラ
ダ
の
よ
う
な
も
の
が

日
本
料
理
に
は
な
い
不
思
議
な
味
わ

い
を
か
も
し
だ
し
て
い
ま
し
た
。

　
ア
メ
リ
カ
の
朝
食
で
は
、
パ
ン
ケ

ー
キ
の
よ
う
な
ト
ー
ス
ト
が
大
変
お

い
し
い
と
評
判
で
し
た
。
ま
た
、
韓

国
の
昼
食
は
、
寺
崎
さ
ん
ら
が
韓
国

か
ら
持
ち
込
ん
だ
カ
ボ
チ
ャ
を
煮
込

ん
だ
料
理
や
、
前
日
か
ら
味
つ
け
を

し
た
焼
肉
料
理
が
、
た
だ
辛
い
だ
け

と
思
わ
れ
が
ち
な
韓
国
料
理
に
別
の

見
方
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
国
の
文
化
と
い
う
も
の
を
直
接

11月9日（水）

～11目15目（火）
秋季火災予防運動

火の用心」暮らしの中心「安心の

膨0僧火僧薯盤

火
事
に
よ
る
死
…
。

お
年
寄
り
ほ
ど
増
す
危
険

◆
住
宅
防
火
で
お
年
寄
り
を
家
事
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

　
住
宅
火
災
の
原
因
は
、
ほ
と
ん
ど

が
火
の
不
始
末
か
ら
。
一
年
間
に
起

こ
っ
た
住
宅
火
災
の
う
ち
、
死
者
が

出
た
火
災
の
内
訳
を
見
て
み
る
と
、

発
火
源
で
は
た
ば
こ
、
着
火
物
で
は

ふ
と
ん
、
出
火
場
所
で
は
居
間
や
寝

室
な
ど
の
居
室
が
、
ま
た
、
死
亡
原

因
で
は
逃
げ
遅
れ
が
ト
ッ
プ
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
寝
た
ば

こ
な
ど
の
不
始
末
が
ふ
と
ん
や
衣
類

に
着
火
し
、
逃
げ
遅
れ
て
亡
く
な
っ

て
し
ま
う
と
い
う
現
状
が
目
に
浮
か

ん
で
き
ま
す
。

　
特
に
犠
牲
者
に
な
り
や
す
い
お
年

寄
り
の
い
る
ご
家
庭
で
は
、
家
族
全

員
が
心
を

厭鋭廻く）触高論
くやロるゑゆデロタ　

　■1嬬火炎の■実物蠣韻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雛
鴇
華
韻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
灘
鶴

味
わ
う
こ
と
に
よ
り
、
日
本
と
は
異

な
る
奥
深
さ
と
い
う
も
の
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

3
、
ス
モ
ー
ル
・
ワ
ー
ル
ド

　
こ
れ
は
、
各
国
の
青
年
リ
ー
ダ
ー

が
、
自
国
の
伝
承
遊
び
や
ダ
ン
ス
な

ど
を
紹
介
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

畢
イ
ギ
リ
ス
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
地

方
に
伝
わ
る
ス
コ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
カ

ン
ト
リ
ー
ダ
ン
ス
は
、
男
性
が
ス
カ

ー
ト
を
は
い
て
踊
る
と
い
う
こ
と
で

生
徒
た
ち
は
大
変
驚
い
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
日
本
で
卒
業
式
な
ど
で
歌
わ

れ
る
『
ほ
た
る
の
光
』
は
、
こ
の
ス

コ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
カ
ン
ト
リ
ー
ダ
ン

ス
で
踊
り
な
が
ら
歌
う
曲
で
し
た
。

　
そ
の
他
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
花
嫁

さ
ん
た
ち
が
羽
根
の
よ
う
な
も
の
を

足
で
蹴
り
上
げ
て
回
数
を
競
う
伝
承

遊
び
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
り
、
こ
ち

ら
も
大
変
好
評
で
し
た
。

　
以
上
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
二
日
間
を

過
ご
し
た
わ
け
で
す
が
、
異
質
な
文

化
か
ら
こ
そ
お
互
い
に
尊
重
し
合
い

な
が
ら
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
青
少
年
の
う
ち
か
ら
日
本
以
外
の

国
の
こ
と
を
理
解
し
、
地
球
家
族
の

一
員
と
し
て
成
長
し
て
い
く
こ
と
を

期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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生き！薯舌き！

　人生のために

地域づくりについて（3）
㊥㊧㊥㊨

　今回は私たちの松代町の地域づくりについて述べたいと思います。松代町で

は昨年から小さなふるさと文化を掘り起こす運動、ふるさと自慢づくり事業を

進めています。

　昨年度はふるさとづくり講座を開催し、ふるさとづくりの現状や手法につい

て大勢の地域の皆さんとともに学びました。今年の春からいくつかの地域で実

際に活動を始めましたので、今回はそのうち2つの例を紹介します。

　儀明地区では5月から区長さんを中心に話し合いを進め、展望台のある薬師

堂様の回りを整備することにしました。周辺の草刈りをはじめ道の整備などを

進めこの秋、ツツジなども植える予定です。儀明ふるさとづくり学習会とグル

ープの名前もつけました。

　福島地区では、近くのぶな林を憩いの場とするために、遊歩道を作ったり、

周辺の整備を進めています。また、近くのササユリの群生地を保存しようとい

うことで、立て看板を設置したり、保存についての研修会を開いて学習をして

います。ここでは福島ふるさと文化を守る会をつくりました。

　以上の2つの地域では、この夏の猛暑のさなか地域の皆さんが、汗を流し地

域づくりをはじめました。みなさんもぜひ一度たずねてみて下さい。

　そして、今住んでいるごじぶんの地区で、何かやってみたいという希望など

ありましたら公民館にご相談下さい。

生涯学習

新語・話題語

◎氷温熟成
　最近は健康問題とともに、

食品について関心が高まっ

ています。食品の細胞を凍

らせないマイナス温度領域

で保存すると、もぎたて、

とりたての鮮度を保ちしか

もうまみを増すなどの特徴

があることが分かりました。

　そこでこの特徴を積極的

に食品に応用し、保存する　

ことを氷温熟成と呼んでい　
　　　　　　　　　　　　ます。この夏、各社がアイ　i

スビールを販売し特に話題　i

になりました。　　　　　　1

　今は秋たけなわで、野菜　1
　　　　　　　　　　　　ヨなどの収穫期になりました。i
　　　　　　　　　　　　ヨこの氷温熟成した食品が出　i

まわるものと思います。　　i
　　　　　　　　　　　　！
　　　　　　　　　　　　閣

ー
、
鞠
隔
ー
、
！
亀
、
亀
、
1
、
！
鞠
、
亀
鴨
！
！
！
！
馳
』
ー
、
！
！
亀
、
隔
馬
1
、
亀
働
！
！
亀
』
』
、
！
臨
覧
！
鞠
噺
！
！
1
、
鞠
噺
』
』
』
、
隔
、
1
・
謄
、
隔
覧
1
・
ー
・
亀
』
』
・
剛
・
亀
・
ー
・
ー
・
馳
・
臨
『
ー
・
贈
軸
』
』
ー
馬
亀
、
曝
・
1
、
陶
・
陰
、
ー
・
ー
、
ー
、
ー
、
陰
鞠
ー
、
ー
偽
舳
、
ー
鴨
ー
、
贈
隔
亀
、
』
㌧
ー
、
亀
、
ー
、
ー
、
亀
、
じ
、
ー
、
ー
、
睦
、
1
も
ー
、
亀
噺
曝
、
ー
、
ー
、
1
、
8

　
　
　
な
ぜ
？
　
ど
う
し
て
？
　
国
民
年
金
Q
＆
A

国
民
年
金
に
加
入
し
な
か
っ
た
ら
？

Q
　
私
は
学
生
で
、
今
年
の
十
月
に

二
十
歳
に
な
る
の
で
す
が
、
は
っ
き

り
い
っ
て
国
民
年
金
に
加
入
す
る
か

し
な
い
か
迷
っ
て
い
ま
す
。

　
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
見
る
と
加
入
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
な
あ
と
感

じ
る
の
で
す
が
、
あ
と
二
年
で
就
職

　
　
　
　
　
　
あ
わ

す
る
の
だ
か
ら
慌
て
て
加
入
し
な
く

て
も
い
い
か
と
も
感
じ
る
の
で
す
。

　
国
民
年
金
に
加
入
し
て
も
、
学
生

で
あ
る
私
に
は
収
入
も
な
く
、
そ
の

保
険
料
は
払
え
な
い
し
、
両
親
に
払

っ
て
も
ら
う
に
も
学
費
や
生
活
費
を

出
し
て
も
ら
っ
て
い
る
の
で
余
計
な

出
費
を
さ
せ
た
く
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
国
民
年
金
に
、
も
し
、
加
入
し
な

か
っ
た
ら
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

A
　
二
十
歳
に
な
っ
た
ら
、
な
ぜ
、

国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
？
そ
れ
に
は
二
つ
の
理
由

が
あ
り
ま
す
。

①
二
十
歳
以
後
の
学
生
で
あ
る
期
間

国
民
年
金
に
加
入
し
な
い
と
、
二
十

歳
か
ら
六
十
歳
の
四
十
年
間
に
未
加

入
の
期
間
が
で
き
て
、
六
十
五
歳
か

ら
も
ら
え
る
老
齢
基
礎
年
金
が
減
額

さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

②
二
十
歳
以
後
の
学
生
が
国
民
年
金

に
加
入
し
て
い
な
い
と
、
学
生
期
間

中
の
傷
病
で
障
害
に
な
っ
て
も
障
害

基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
卒
業
後
に
就
職

な
ど
で
被
保
険
者
に
な
っ
て
も
、
一

定
期
間
を
経
過
し
な
い
と
障
害
、
遺

族
給
付
が
受
け
ら
れ
な
い
不
利
益
も

生
じ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
ら
な
い

よ
う
に
国
民
年
金
に
必
ず
加
入
す
る

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
学
生
は
一
般
的
に
無
収

入
で
す
か
ら
、
保
険
料
は
親
が
負
担

す
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

学
費
、
生
活
費
等
、
親
に
か
か
る
負

担
も
か
な
り
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
親
の
収
入
が
一
定
の
基
準

額
（
左
表
）
を
越
え
な
い
場
合
は
、

申
請
し
承
認
さ
れ
れ
ば
保
険
料
が
免

除
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
帯

　
額
世
創

　
準
人
場

の
基
4
の

除
入
秋

免
収
一
生

料
　
リ
学

険
　
　
ラ
大

保
　
け

　
二
十
歳
に
な
っ
た
ら
、
国
民
年
金

に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

は
、
税
金
な
ど
を
納
め
る
の
と
同
様

国
民
の
義
務
な
の
で
す
。

同　居 別　居

国
公
立

約
6 20万円

約
6
8
0
万
円

私
立

約
7
1
0
万
円

約
7 70万円
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勉雁』劉鴨雁』劉馳堕監

芝
峠
温
泉
に

パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場
が
開
業

みどりと空気ガ観衆です◎

麟
饗

簸
慧
　
雛

灘
搬
蒙

雛
灘
醐

鱗
欄
覗
羅

　
椒
馨

灘
鑓
．

“ら、

　、⇔

ア
68
6
8
7
ー

コ
｛
｛
｛

スモ
　
　
　
　
　
　
　

　
代
代
年

　
松
松
千

　
（
　
（
　
（

　
實
雄
一

　
　
　
　
健

　
澤
藤

　力（川西町）｛67

幸紀代（松代）177
勝大（神奈川）179

　
　
　
　
　
部
林
木
暮

部
相
遠
柳
の
小
鈴
小
部
遠
小
関

年
位
位
位
二
位
位
位
年
位
位
位

成
　
二
三
シ
一
二
三
成
一
二
三

藤京介（松代）　｛76

林スズイ（川西町）176

谷詠子（松代）　｛85
▲お子様だってできます。

　　お気軽にどうぞ

騒
事
懸
講
　
欄

　
灘
胤
　
奮
い
．

く
九
月
十
七
日
　
福
島
に
て

に
花
か
咲
い
た
∋

表金料用利一“

｝

■期　 問

　　消雪～降雪まで
　　　（5月1日頃
　　　～11月中旬頃）
■時　 間

　　●消雪～9月上旬
　　　の間
　　　午前9時
　　　～午後9時30分
　　●9月中旬
　　　～11月中旬の間
　　　午前11時～日没

膿10・ll，，159’・ll9一擾II”h，，ll・“h9，ll・’9閣｝1酔“1｝1’0－ll一、11川6｝1”一閣1”II”h』…1・”h．．11，9』11』．・II”h．、19｛h，ll9”lh．。II一閣1』，一1・”h伽，II99・h9，一1・”h一，gl曝“115－1II…鴨，一III”1畦一。II一1－h，，159”h9一一，II’1』一。1，’”』』．・1’0－19．、II’”1｝一巴0’1｝1’”Il一・II’”lh・Il”一賜｝1。”巳｝565”h

　
九
月
十
七
日
は
、
朝
か
ら
雨
が
降

る
の
で
、
午
前
中
は
郵
便
局
へ
仕
事

の
手
伝
い
に
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
れ
も
終
わ
り
帰
っ
て
き
て
、
二
階

で
仕
事
を
し
て
い
る
と
、
妻
が
上
が

っ
て
き
て
「
『
た
ん
ぼ
』
の
お
父
さ

ん
（
高
橋
好
文
氏
）
が
、
シ
ロ
イ
モ

（
サ
ト
イ
モ
）
に
花
が
咲
い
た
が
何

か
悪
り
い
こ
と
で
も
ね
え
ろ
う
か
な

あ
、
な
ん
て
っ
て
言
っ
て
た
で
え
」

と
い
う
情
報
を
伝
え
て
き
た
。

　
熱
帯
ア
ジ
ア
原
産
の
サ
ト
イ
モ
は

古
代
に
「
稲
」
よ
り
さ
き
に
南
方
か

ら
伝
え
ら
れ
た
と
い
う
も
の
で
、
元

々
熱
帯
植
物
で
高
温
多
湿
を
好
む
か

ら
花
は
め
っ
た
に
咲
か
な
い
が
、
ま

れ
に
は
咲
く
こ
と
も
あ
り
「
葉
鞘
」

の
間
か
ら
花
茎
を
直
立
し
て
肉
穂
花

序
を
つ
け
、
黄
色
み
が
か
っ
た
だ
い

だ
い
色
の
「
仏
炎
苞
」
を
開
く
こ
と

が
あ
り
、
め
っ
た
に
な
い
こ
と
な
の

で
不
吉
と
さ
れ
嫌
わ
れ
る
も
の
で
あ

る
が
、
吉
凶
に
は
関
係
な
く
今
年
の

酷
暑
が
影
響
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
平
成
三
年
十
月
四
日
付
け
津
南
新

聞
に
、
津
南
町
の
滝
沢
正
さ
ん
の
畑

に
咲
い
た
と
い
う
記
事
が
載
っ
て
い

る
。
こ
の
年
の
夏
も
暑
か
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
　
福
島
　
高
橋
八
十
八
記
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営業時間等

パターゴルフ

　コース

大人
個人

≡　　　　≡　　　　　　　＝＝　　　　　彗　　　＝＝

　　　　　　　　　　800円 1ラウンド当り

団体 600円 同　　上

子供 個人 300円 同　　上

年間会員 無　　料 同　　上

夜間照明 ナィター時使用者 100円 同　　上

パター 100円 1　本
運動靴 100円 1　足
ボール 無　　料 1人1個

個人会員 49000円 抄一ズン当り

ファミリー会員
　（5人以内）

99000円 同　　上

10人以上で使用する場合
中学生以下

※注　パターゴルフの団体・
　　　パターゴルフの子供・



ダ
全
中
出
場
”

　
　
諺
田
辺
一
幸
君
（
寺
田

・
山
田
屋
）

　
松
代
中
学
校
三
年
の
田
辺
一
幸
君

（
寺
田
・
山
田
屋
）
は
、
七
月
十
九

日
に
行
わ
れ
た
「
全
日
本
中
学
校
通

信
陸
上
大
会
」
で
千
五
百
メ
ー
ト
ル

に
出
場
、
優
勝
の
栄
冠
に
輝
く
と
共

に
標
準
記
録
を
突
破
し
、
八
月
十
七

日
か
ら
札
幌
市
で
行
わ
れ
た
「
全
国

ぐ
札
幌
に
て
力
走

騒

中
学
校
陸
上
大
会
」
に
出
場
し
ま
し

た
。　

ま
た
、
七
月
七
日
に
上
越
市
で
行

わ
れ
た
地
区
陸
上
大
会
で
も
、
千
五

百
メ
ー
ト
ル
で
優
勝
、
三
千
メ
ー
ト

ル
で
二
位
と
健
闘
、
優
秀
選
手
賞
に

選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
他
に
も
、
三

種
競
技
B
で
柳
伸
一
君
（
松
代
す
み

雛
蝋

出
禦

嘩
・

謄国辺諭

　▲お盆には公民館の前でお祝

○　　　　　　　○　　　　　　　○一

理献血を

ありがとう

9月22日　役場前

　（成分献血）

小
松
和
夫
・
出
村
豊
・
掘
川
一
郎

室
岡
　
徹
・
関
谷
八
郎
・
柳
　
利
彦

長
谷
川
民
雄
・
和
栗
健
三
郎

市
川
健
司
・
関
谷
正
義
・
滝
沢
信
幸

柳
健
一
・
笠
原
等
・
齋
藤
一
良

山
賀
　
茂
・
関
谷
和
子
・
山
岸
和
美

小
野
島
美
津
子
・
関
谷
和
子

関
谷
里
美
・
佐
藤
信
一
・
斉
木
　
勉

高
橋
千
秋
・
若
井
美
加
・
二
十
四
名

創
魯
切
融
禽
揖
四

大
野
友
斉
君
（
千
年
・
二
枚
田
）

た
屋
）
、
女
子
千
五
百
メ
ー
ト
ル
で

西
潟
幸
子
さ
ん
（
福
島
よ
こ
や
）
が

優
秀
選
手
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

響

○

　▲警察剣道大会

○　　　　　　　　　○一

少
年
の
主
張
東
頸
城
地
区
犬
会

　
去
る
八
月
二
十
八
日
、
　
「
デ
ィ
ス

ポ
ー
ト
六
日
町
」
に
お
い
て
剣
道
の

昇
段
審
査
が
行
わ
れ
、
大
野
友
斉
君

（
千
年
・
二
枚
田
）
が
、
見
事
初
段

に
合
格
し
ま
し
た
。

　
大
野
君
は
、
小
学
校
二
年
生
か
ら

剣
道
教
室
に
通
い
始
め
、
毎
年
、
各

種
の
大
会
に
入
賞
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
の
七
月
十
七
日
、
新
潟
市
で

行
わ
れ
た
「
警
察
少
年
剣
道
大
会
」

で
は
、
大
将
と
し
て
チ
ー
ム
を
引
っ

張
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
初
段
合
格
を
契
機
に
、

剣
道
教
室
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
活

躍
す
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
九
月
一
日
　
松
代
中
学
校
で
開
催

さ
れ
た
『
少
年
の
主
張
東
頸
城
地
区

大
会
』
で
松
代
中
学
校
の
代
表
が
、

二
人
と
も
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

「
や
さ
し
さ
に
支
え
ら
れ
て
」
と
題

し
て
発
表
し
た
萬
羽
恵
子
さ
ん
（
松

代
・
も
え
ん
）
。
生
ま
れ
つ
き
の
障
害

を
持
ち
な
が
ら
も
友
達
の
お
か
げ
で

楽
し
く
修
学
旅
行
が
で
き
た
こ
と
。

両
親
は
兄
や
姉
と
同
じ
よ
う
に
厳
し

く
叱
っ
て
く
れ
た
の
で
わ
が
ま
ま
が

直
り
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
自
分
で

す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
先
生
を
始
め

回
り
の
人
に
は
と
て
も
感
謝
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
発
表
す

る
の
は
始
め
て
だ
が
、
勇
気
を
出
せ

ば
何
で
も
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
学

び
ま
し
た
、
と
結
び
会
場
を
う
な
ら

せ
ま
し
た
。
休
憩
の
後
、
　
「
私
の
挑

松
代
中
学
校
代
表

　
優
秀
賞
に
輝
く

、

ぜ

松
代
剣
道
連
盟

　
　
創
立
2
5
周
年
記
念

第
八
回

　
　
松
代
少
年
剣
道
大
会

【
日
時
】
平
成
六
年
十
一
月
六
日

【
会
場
】
松
代
町
総
合
体
育
館

【
参
加
者
】
東
頸
城
郡
・
中
魚
沼
郡

　
　
及
び
十
日
町
市
の
小
中
学
生

○○

萬
羽
　
恵
子
さ
ん

小
堺
み
よ
子
さ
ん

戦
」
と
題
し
て
、
小
堺
み
よ
子
さ
ん

（
蓬
平
・
五
郎
作
）
は
、
春
休
み
に
小

さ
い
こ
ろ
か
ら
念
願
し
、
家
族
を
説

得
し
て
実
現
し
た
ロ
ン
ド
ン
で
の
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
の
経
験
を
発
表
し
ま
し

た
。
言
葉
の
違
い
に
大
変
苦
し
ん
だ

こ
と
、
特
に
、
一
日
の
う
ち
で
一
番

楽
し
い
は
ず
の
食
事
の
時
が
、
話
の

輪
の
中
に
入
れ
ず
一
番
辛
か
っ
た
こ

と
。
し
か
し
、
宿
泊
先
の
人
と
の
片

言
の
会
話
が
通
じ
て
、
自
信
と
勇
気

が
も
て
、
こ
れ
か
ら
の
夢
の
実
現
に

む
け
て
努
力
し
た
い
と
訴
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
終
了
時
間
が
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
ぴ
っ
た
り
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
会

場
で
は
「
ま
つ
だ
い
時
間
は
正
確
で

す
ね
」
と
い
う
声
も
聞
か
れ
、
大
会

運
営
関
係
者
に
敬
意
を
は
ら
っ
て
い

ま
し
た
。
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ふるさとの詩情あふれる

傑作集（カレンダーいま印刷中）

　
正
面
入
口
に
「
干
害
対
策
本
部
」

と
大
き
く
書
か
れ
た
看
板
が
立
て
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
去
年
は
冷
害
、
今

年
は
干
害
と
、
打
ち
続
く
異
常
気
象

を
恨
ま
ず
に
は
お
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
だ
残
暑
の
厳
し
い
8
月
2
7
日
の

午
後
、
東
京
松
代
会
か
ら
会
長
以
下

数
名
の
一
行
が
松
代
町
役
場
を
訪
問

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
目
的
は

「
ふ
る
さ
と
カ
レ
ン
ダ
ー
」
に
掲
載

す
る
写
真
を
決
め
る
こ
と
と
、
1
0
月

の
「
故
郷
め
ぐ
り
・
た
っ
し
ょ
だ
会
」

の
打
合
せ
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め

で
し
た
。

　
挨
拶
も
そ
こ
そ
こ
に
、
ま
ず
別
室

で
写
真
を
拝
見
。
役
場
と
カ
メ
ラ
・

ク
ラ
ブ
幹
部
の
方
々
が
写
真
コ
ン
ク

ー
ル
応
募
作
品
5
5
点
と
高
橋
多
一
郎

氏
（
ア
ザ
ミ
・
フ
ォ
ト
）
の
作
品
の

中
か
ら
、
あ
ら
か
じ
め
目
星
を
つ
け

練
懸
楼
纈
籠
賑
武
田
晃
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
宮
市
・
名
平
・
そ
で
）

て
お
い
て
く
だ
さ
っ
た
も
の
で
す
。

い
ず
れ
も
、
わ
が
故
郷
な
ら
で
は
の

情
緒
と
季
節
感
に
あ
ふ
れ
る
作
品
ば

か
り
で
し
た
か
ら
、
私
た
ち
に
異
存

の
あ
ろ
う
筈
も
な
く
、
即
座
に
別
掲

の
1
3
点
を
採
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
去
年
の
1
0
月
、
東
京
松
代
会
三
周

年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
「
ふ
る

さ
と
カ
レ
ン
ダ
ー
」
の
制
作
頒
布
を

企
画
し
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
1
0
カ
月
、

こ
れ
で
ひ
と
つ
の
山
場
を
越
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
役
場
ご

当
局
な
ら
び
に
カ
メ
ラ
・
ク
ラ
ブ
の▲8月28日　芝峠温泉にて　左から3番目が私。

皆
さ
ん
の
絶
大
な
ご
協
力
が
あ
っ
た

れ
ば
こ
そ
と
、
　
一
同
感
謝
の
思
い
を

込
め
て
頂
戴
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の

紙
面
を
お
借
り
し
て
、
あ
ら
た
め
て

厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
帰
っ
て
き
て
か
ら
早
速
デ
ザ
イ
ン

業
者
に
見
せ
、
撮
影
者
の
意
図
に
沿

っ
て
サ
イ
ズ
や
ト
サ
ミ
ン
グ
を
考
え

る
よ
う
依
頼
し
ま
し
た
。
9
月
9
日

に
版
下
が
完
成
、
厳
密
に
チ
ェ
ッ
ク

し
た
う
え
で
印
刷
業
者
へ
引
渡
し
ま

し
た
。
印
刷
に
か
か
る
ま
で
に
色
刷

り
校
正
な
ど
ま
だ
大
切
な
仕
事
が
あ

り
ま
す
が
、
地
元
の
皆
さ
ん
と
連
絡

を
密
に
し
な
が
ら
原
画
を
忠
実
に
表

現
で
き
る
よ
う
最
善
を
つ
く
す
つ
も

り
で
す
．

　
印
刷
部
数
は
、
9
月
1
3
日
の
役
員

会
で
、
当
初
の
計
画
ど
お
り
四
千
部

と
す
る
こ
と
で
ご
決
定
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
れ
も
、
会
長
、
副
会
長
を

は
じ
め
各
地
区
役
員
各
位
の
力
強
い

募
集
活
動
の
成
果
で
あ
り
、
ま
た
、

こ
れ
に
応
え
て
予
約
注
文
を
寄
せ
て

く
だ
さ
っ
た
多
く
の
会
員
の
皆
さ
ん

の
故
郷
を
愛
し
故
郷
を
思
う
心
情
の

発
露
と
受
け
と
め
、
只
た
だ
頭
の
下

が
る
思
い
で
一
杯
で
す
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
本
誌
が
お
手
許
に
届
く
頃
に
は
印

刷
に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
．
　
　
カ
レ
ン
ダ
ー
掲
載
写
真
リ
ス
ト

完
成
は
n
月
始
め
に
な
る
見
込
み
で

す
の
で
、
n
月
中
に
は
お
届
け
で
き

る
と
思
い
ま
す
。
ど
う
か
ご
期
待
く

だ
さ
い
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う

な
仕
事
に
は
全
く
素
人
の
私
を
、
終

始
、
励
ま
し
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
カ
レ
ン
ダ
i
制
作
委
員
の
メ
ン
バ

ー
を
紹
介
し
、
そ
の
労
を
ね
ぎ
ら
い

功
を
称
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

副
委
員
長
　
牧
田
信
治
（
峠
・
石
原
）

　
　
〃
　
　
五
十
嵐
清
（
竹
所
・
東
）

委
員
　
田
辺
勇
治
（
寺
田
・
山
田
屋
）

　
〃
　
山
岸
弘
政
（
片
桐
山
・
お
き
）

　
〃
　
若
井
本
文
（
蓬
平
・
し
た
ね
）

　
〃
　
和
地
キ
ミ
（
千
年
・
清
吉
）

　
　
平
成
7
年
度
新
会
員
募
集
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

【
会
員
数
】
現
在
　
一
　
〇
〇
九
名

【
特
　
典
】
・
松
代
町
役
場
発
行
の

『
広
報
ま
つ
だ
い
』
毎
月
無
料
進
呈

・
ふ
る
さ
と
松
代
町
と
の
交
流
な
ど

【
お
問
い
合
わ
せ
と
お
申
込
先
】

《
松
代
地
区
》

市
川
昭
二
（
田
沢
・
新
屋
）

　
盈
0
3
1
3
9
9
9
1
3
0
0
1

鈴
木
佐
一
郎
（
松
代
・
寺
の
下
）

　
智
0
3
－
3
9
2
4
1
6
8
1
4

《
峰
方
地
区
》

秋
山
佐
久
代
（
清
水
・
山
佐
屋
）

　
盈
0
3
1
3
8
9
8
－
8
5
3
4

若
井
謙
一
（
蓬
平
・
干
場
）

　
智
0
3
1
3
7
1
8
－
1
0
2
1
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遊
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不
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あ
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足
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連
峰
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名

道

山
平

女又

奈
川

松
代

松
代

峰
方

伊
沢

山
平

伊
2尺

女又

奈
川

峰
方

松
代

奴
奈
川

山
平

撮
影
土
也
区

鈴 山
τ圭デ

同
占
同

一仁告再

同 山 古
同

古
同 山 関

古
D
司

古
同

恥
局 撮

景多

木 岸 橋 橋 橋 岸’ 橋 橋 岸 谷 橋 橋 橋 者
一

洋 健 多 多 多 健 多 多 健 八 多 多 多 敬
称

一 一
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一 郎 郎 郎 郎 郎 ＿一 郎 郎 郎 郎 ）

《
伊
沢
地
区
》

石
田
龍
作
（
犬
伏
・
加
藤
）

　
盈
0
3
－
3
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中
国
で
虎
耳
草
と
書
く
が
、
葉
が

虎
の
耳
に
似
て
い
る
か
ら
と
い
う
。

北
海
道
を
除
く
全
国
の
陰
地
に
自
生

す
る
多
年
草
。
昔
か
ら
使
わ
れ
る
民

間
薬
の
代
表
格
．

　
根
株
か
ら
ハ
ー
ト
形
を
し
た
葉
が

四
方
に
地
に
伏
し
た
よ
う
に
広
が
る
。

五
～
六
月
に
白
い
五
弁
花
を
つ
け
る
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葉
は
天
ぷ
ら
、
お
ひ
た
し
に
利
用
し

て
い
る
。

圏
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題
　
十
段
　
武
宮
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樹

　
　
黒
先
生
き
・
7
手
ま
で

　
●
ヒ
ン
ト
…
ま
ず
隅
を
固
め
て
。

　
　
3
分
で
2
級
、
1
分
以
内
で
有
段

　
　
者
。

　　。零iレ（リン、詳謀q尋チ・一一1ヌ（o群

’ユ蜘曇亀4ん⑦ε蓄ン、融畑園覆翻
コ劉ンど）マ1董誰ヂ〈鶴ヨf聲罪〉
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雛》紀なδ蝿雛てねっ1 縫保育園⑦諺ひ為組莚裁望蕎）

　　ゆ　き
小堺祐希㌦

　　4歳

儀明　ほしば

　　ひろゆき
小堺拓侑玩

　5歳
蒲生細川

　　．蔦

関谷絵梨㌦

　　5歳

松代三笠屋

　　と　し　お
市川登志雄玩

　　4歳

松代　こびき

　　ち　さと
斎木千里㌦

　　5歳

室野堂の前

　ま　な　み
柳真奈美㌦

　　5歳

松代　そきち

快適な道づくりのための調査

「6年度道路交通センサス」

　　にご協力ください

「道路交通センサス」は、道路

の実態や自動車の利用状況を全

国規模で調べる調査で、結果は

将来の道路計画や都市計画など

に活かされます。調査は下記の

通ヒ）に行われますので、みなさ

んのご協力をお願いします。

◎一般交通量調査（通過車両）

◎路側O　D（起点・終点）調査

　全国を18のブロックに分け、

その境界を通過する自動車を道

路脇に止めて、運行内容や運行

状況をお聞きします。

◎オーナーインタビュー

　　　　　（起点・終点）調査

　無作為に選んだ自動車をお持

ちの方を事前に訪問して、調査

票をお渡しします。調査日の運

行内容や運行状況についてお答

え戴き、後日取りに伺います。

【調査日】　10月30日（日）、

　　　　　11月1日（火）

【問い合わせ先】

　安塚土木事務所　維持管理課

　　維持係　　T　E　L2－3655

10月21日㈹

　行政相談を開催
　　於松代・長命寺
（心配ごと相談もあります）

に
査
〃

糊
を勢甑

協
一
ご

サ

口を開けると痛い
　最近、口を開けると痛いと言

う方が増えています。これは顎

関節症と言い、いろいろな症状

があります。痛みがある他に、

口を開けたり閉じたりすると、

顎のあた｝）でカクカク音がした

り、口が急に開きにくくなった

とか、無理をして口を開けると

顎がずれてしまうと言うような

症状もあン）ます。原因としては、

咬み合わせの異常やストレスが

上げられます。

　長い間、歯がなくなったまま

だった1）、親しらずが生えて咬

み合わせが変わったりすると、

顎の関節や筋肉に負担がかか｝）

ます。治療方法としては、歯が

なくなったところに入れ歯など

を入れて正しい咬み合わせの戻

し、また、治療用の器具を入れ

て、顎の関節や筋肉を安静にし

ます。いずれも、早めに治療を

受けた方が良いでしょう。

　　　　　新潟県歯科医師会
一一，1一・・1』』，一15”115一II”・1，，一，119・馳511gl・・ll』，，15”11，，1｛1，，II一・・』1隔一．11”』1，、Illl・II，、・1一”1』8511・・臨｝1・”。h、・1一’・』1“II6一。11”lgl”II”1｛・・991”ll”5｛1”・1一”1』・II1”1』一II””』II｛1”・’1”h・・1’9”’1…9一”II”一1’一”』・1｛1も

ふ
る
さ
と
会
館

　
館
長
　
　
佐
藤
　
公
男
（
住
民
課
長
）

　
主
事
　
　
若
井
　
孝
広
（
産
業
企
画
課
）

住
民
課

　
課
長
　
総
務
課
長
兼
務

　
　
　
総
務
課
長
　
　
鈴
木
　
利
雄

　
参
事
　
　
柳
　
　
健
一
（
副
参
事
）

産
業
企
画
課

　
主
任
　
鈴
木
　
清
彦

　
　
　
　
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）

町
職
員
の

　
配
置
換
が

　
　
　
　
あ
り
ま
し
た

　
　
　
平
成
六
年
十
月
一
日
付

　
　
　
　
　
（
旧
所
属
・
旧
職
名
）

｛lll”』馳5，II5・・』，19，1…1，，III”』，』一1｛1”，1・”。。，一6｛lllI｛1”．｛U，III・・h，．9｛5。II・”｝51・119・・51’・｝一”II”““亀巳｝｛1・9一｛6r－11”lh・1｛hIlll“』1”9256＝』』・1’9’。｝一”。h・11’”hB－1’1●”1”曝｛1・・1一巳”ll＝

　総務庁では、11月1日現在で

「サービス業基本調査」を実施

します。近年、事業経営の多角

化、家計消費におけるサービス

支出の増大によ｝）、我が国のサ

ービス産業の重要性がますます

高まっています。

　この調査は、統計法に基づく

指定統計調査として行うもので

サービス業事業所の従業者数、

事業収入金額などの項目につい

て、調査票に記入していただく

ものです。

　調査の結果は、統計表に取り

まとめられ、国や地方公共団体

における各種行政施策の基礎資

料等として利用されます。

　調査票は、統計上の目的だけ

に用いられ、課税などの他の目

的に用いられることは決してあ

りません。

　10月下旬から、調査員が調査

票の記入をお願いに、各事業所

を訪問いたしますので、ご協力

ください。

新潟県

　「最低賃金」
　　　　　が改定されます

【発効】　平成6年10月1日

【賃金額】　1日4，604円

　　　　1時間576円
※上記の最低賃金額は、業種・

業務・パートタイマー・臨時雇

を問わず適用されます。

【問い合わせ】

　　十日町市宇都宮9番地

　　十日町労働基準監督署

　　　　盈0257－52－2079
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第10回パートタイム労働旬間

　（平成6年11月1日～10日）

活かしてますか

パートタイム労働法と助成金

　パートタイム労働者がその能

力を有効に発揮できるよう雇用

管理の改善等を図ることを目的

に、昨年6月に「短時間労働者

の雇用管理の改善等に関する法

律」（以下「パートタイム労働法」

という）が成立し、昨年12月に

施行されました。

　労働省では、パートタイム労

働法及び指針の周知・徹底を図

ることを目標に今年度のパート

タイム労働旬間を実施します。

当室におきましても、旬間主要

行事として下記のとおりセミナ

ーを開催します。多数の皆様の

ご参加をお待ちしてお｝）ます。

　パートタイム雇用管理
　　改善セミナーのご案内

》日時・会場

・平成6年11月10日（木）

　ホテルハイマート　13時30分

　　　上越市中央1－2－3
・平成6年11月11日（金）

　長岡ベルナール　　13時30分

　　　長岡市古正寺

〉内容①講演
「パートタイマーの能力意欲を

向上させる雇用管理のあり方」

　講師　酒井経営労務管理

　　　　事務所長　酒井　充

　②その他

1〉参加費は無料です。

1〉参加申込・お問い合わせ等

　新潟婦人少年室

　TELO25－266－0047

　FAX　　265－6420
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青年海外協力隊募集説明会

【月日・場所】

10月18日（火）万代市民会館

　新潟市東万代町9－1

10月27日（木）長岡商工会議所

　長岡市坂之上町2－1－1
11月8日（火）リージョンプラザ上越

　上越市大字下門前446－2

11月15日（火）柏崎勤労青少年

　ホーム　柏崎市諏訪町6－6

11月22日（火）万代市民会館

　新潟市東万代町9－1
【時間】　18：30～20：30

【内容】派遣のシステムや、待

遇などについて詳しく説明しま

す。また、協力隊広報映画の上

映や隊員O　B・O　Gの体験発表

もあります。入場料、予約等は

一切不要です。お気軽にどうぞ。

【詳細問い合わせ先】

◆国際協力事業団

　　青年海外協力隊事務局

　〒150渋谷区広尾4－2－24

　TELO3－3400－7261
◆国際協力事業団　関東支部

　〒336埼玉県浦和市北浦和4

　－5－5北浦和大栄ビル7階

　TELO48－834－7770
◆新潟県国際交流課

　〒950新潟市新光町4番地1

　TELO25－285－5511

みなさんの会社は、最低資
本金を満たしていますか？

　商法改正により、平成3年4

月1日から、株式会社と有限会

社に最低資本金制度が設けられ

ました。

株式会社　最低資本金1000万円

有限会社　最低資本金300万円

　これは、法改正前から存在し

ている会社にも適用されます。

　平成8年3月31日までに上記
最低資本金を満たさない会社は、

期問経過後は解散したものとみ

なされますので、最低資本金制

度に適合する会社とするよう増

資や組織変更の登記申請が必要

です。早めに手続きをお取りく

ださい。

　なお、登記申請等について詳

しいことは最寄りの法務局にお

尋ねください。新潟地方法務局

　取叢蒸す育児休業

　平成7年4月1日からは全て
の事業所で育児休業法に基づく

育児休業制度、育児のための勤

務時間の短縮等の措置を講ずる

必要があります。

　今年度は法の適用が猶予され

ている30人以下の事業所の適用

猶予最終年度であるため、これ

らの事業主を対象に、育児休業

制度の導入の促進を目的に下記

の通り巡回相談を実施します。

　育児休業制度が真に実効ある

ものとして活用されるよう、育

児休業を取得しやすい環境の整

備について労使及び一般の一層

のご理解をお願いいたします。

　なお、平成7年4月1日から
育児休業を取得した労働者には

雇用保険から「育児休業給付」

（休業開始前賃金の25％相当額）

が支給されます。（窓口は公共職

業安定所です）

※育児休業は、一歳未満の子を

　育てる男女労働者（子の父親、

　母親）が取得できます。

【育児休業等に関する

　　　　　　巡回相談日程】

◆対象

・事業主又は人事、労務担当者

・女子労働者

◆内容

・育児休業法及び関係奨励金、

　育児休業規定等の導入方法

・女子労働問題について

◆開催日・会場等

・平成6年10月18日（火）

　上越地方合同庁舎会議室

　上越市春日野1－5－22
・平成6年10月28日（金）

　長岡商工会議所

　長岡市坂之上町2－1－1
・平成6年10月24日（月）

　勤労者総合福祉センター

　村上市三之町1－6
・平成6年10月12日（水）

　五泉商工会議所

　五泉市郷屋川1－2－9
◆時間　いずれも13時30分よ『）

◆参加申込・お問い合わせ等

　新潟婦人少年室

　TELO25－266－OO47
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松
代
町
の
み
な
さ
ま
、
ご
機
嫌
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
わ
た
し
は
、
今

西
蒲
原
郡
の
巻
町
青
少
年
研
修
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
「
青
年
の

丘
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
参
加
し
て
い

ま
す
。

『
冑
年
の
丘
』
に
参
加
し
て

礁

西潟宏文さん
（福島・うしろ）

　
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー
と
は
、
青

少
年
が
集
団
生
活
を
し
な
が
ら
共
同

生
活
や
、
野
外
活
動
を
と
お
し
て
、

規
律
正
し
い
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
よ
う

共
同
・
友
愛
・
奉
仕
の
精
神
を
酒
養

す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
こ
で
は
、
月
に
一
回
い
ろ
い
ろ

な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
年
齢
も
さ
ま

ざ
ま
な
十
代
か
ら
四
十
代
の
人
達
が

新
潟
県
内
か
ら
集
ま
り
、
多
勢
の
時

は
八
十
人
く
ら
い
に
も
な
り
ま
す
。

　
「
青
年
の
丘
」
は
五
月
か
ら
始
ま

り
、
今
ま
で
三
回
出
席
し
ま
し
た
。

一
回
目
は
、
「
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
指

導
の
基
本
と
理
論
」
二
回
目
は
、
「
目

指
せ
！
　
越
後
　
一
の
宮
」
四
十
キ

ロ
の
道
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
三
回
目

は
、
角
田
山
登
山
で
す
。

　
そ
の
中
で
一
番
心
に
残
っ
た
こ
と

を
書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

七
月
に
行
わ
れ
た
「
北
國
街
道
を
さ

わ
や
か
に
快
走
」
と
い
う
サ
イ
ク
リ

ン
グ
で
す
。
　
一
班
か
ら
五
班
に
分
か

れ
、
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー
か
ら
、

稲
島
登
山
口
～
入
徳
館
～
種
月
寺
～

弥
彦
文
化
会
館
～
夏
井
の
は
さ
木
～

巻
町
浄
水
場
～
菖
蒲
塚
古
墳
～
セ
ン

タ
ー
着
と
い
う
四
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
道
の
り
で
し
た
。

　
班
の
中
に
は
、
途
中
で
自
転
車
の

チ
ェ
ー
ン
が
切
れ
る
と
い
う
ハ
プ
ニ

ン
グ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
団
体
行
動

な
の
で
協
力
し
合
い
、
励
ま
し
、
励

ま
さ
れ
て
完
走
し
ま
し
た
。
そ
の
時

に
、
何
と
も
言
え
な
い
充
実
感
を
味

わ
い
ま
し
た
。
人
間
と
し
て
ひ
と
つ

成
長
し
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
十
二
月
ま
で
に
、
あ
と
三
回
に
な

り
ま
し
た
が
、
で
き
る
か
ぎ
り
参
加

し
、
思
い
出
を
た
く
さ
ん
残
し
て
お

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
松
代
町
の
行
事
に
も
、
で
き
れ
ば

参
加
し
、
一
人
で
も
多
く
の
人
達
に

出
会
い
、
交
流
を
深
め
、
末
永
く
松

代
町
を
愛
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　男　　2，408人　　（一5人）

　女2，482人（＋2人）
　計4，890人（一3人）
世帯数1，489世帯（＋1世帯）

　出生4人　　死亡4人

　転入9人　　転出12人
　　　（6年9月末日現在）

一人ロの動き一

圖
園
圓
圃

▼
カ
タ
カ
ナ
の
世
界
に
は
、
こ
の
頃
ど

う
も
つ
い
て
い
け
な
く
な
り
ま
し
た
。

新
聞
や
雑
誌
に
向
か
い
、
連
続
七
文
字

の
カ
タ
カ
ナ
に
出
遭
う
と
二
度
読
み
返

し
て
深
呼
吸
、
ワ
ー
プ
ロ
打
つ
手
も
止

ま
り
ま
ず
。
で
も
、
広
告
チ
ラ
シ
な
ど

で
「
お
ー
ぶ
ん
と
ー
す
た
ー
」
な
ど
と

な
っ
て
い
た
ら
、
ち
ょ
っ
と
違
和
感
が

あ
り
ま
す
。
や
は
り
「
か
な
」
に
つ
い

て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
が
あ
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
▼
そ
れ
に
つ
け
て
も
、

も
う
じ
き
オ
ー
プ
ン
す
る
「
ふ
る
さ
と

会
館
」
ひ
ら
が
な
で
ヨ
カ
ッ
タ
、
と
思

う
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。
▼
交
通

事
故
が
激
増
。
そ
れ
も
幹
線
国
道
、
特

に
、
松
代
の
本
町
通
り
に
お
い
て
多
発

傾
向
と
聞
き
ま
す
。
秋
の
夕
は
、
つ
る

べ
落
と
し
、
歩
い
て
い
て
も
危
険
で
す
。

早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
と
、
白
っ
ぽ
い
服

装
で
悲
し
い
事
故
に
は
遭
わ
な
い
よ
う

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
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同圃勘團回
（8月26日～9月25日受付）

　げんきな良い子に（出生）

　　　たける
佐藤　猛ちやん一重・厚子さん

　　　（長男・室野・やすべえ）

小堺まどかちやん春樹・ゆかりさん

　　（長女・松代・善宗塚住宅）

　ご冥福を祈ります（死亡）

柳　清作さん　　　　68歳

　　　　　　　　（松代・鳥原）

村山ナミさん　　　95歳

　　　　　　（室野・しみずや）

佐藤吉一さん　　　　88歳

　　　　　　　（室野・宮の脇）

井上政保さん　　　　72歳

　　　　　　（寺田・仁左工門）

宮澤榮太郎さん　　　83歳

　　　　　　　　　（下山・下）

小堺卯一郎さん　　　79歳

　　　　　　　　（蓬平・松峯）

　　oこわず
　　　　　　　　　　　ほととぎす
＊あの声でとかげ食らうか時鳥

その名からは哀れさを誘うほと

とぎすが、実際はほかの鳥が食

べないような毛虫などを好んで

食べることから、人の性格や物

事というものは見かけではわか

らないといっこと。
　ぜエヤ　　　　　　　　　　　　ちゃん

＊贅はしたし銭はなし

ぜいたくはしてみたいが、肝心

の金銭がない。世の中は思うに

任せぬということ。
　けい　　　　　がた　　　てい　　　　　がた

＊兄たり難く弟たり難し

どちらが優れていて、どちらが

劣っているかの優劣は決められ
　　　　　　もよくちゆう　　　カヤん

ないこと。→伯仲の間
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